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事例から学ぶ
②一般名処方に関する事例

■事例の内容

今月よりβブロッカーのメインテート錠２．５ｍｇが一般名処方に変更となり、処

方せんに【般】ビソプロロールフマル酸塩錠２．５ｍｇと記載されていた。その記

載を見て、αβブロッカーで同じく２．５ｍｇの規格があるアーチスト錠２．５ｍｇ

と勘違いして調剤した。ピッキングから一包化まで同じ薬剤師が行っており、間違

いに気付かず医薬品を患者の家族に渡した。その後、間違って調剤したことに気付

き、患者の家族へ連絡し回収するため患者宅を訪問したが、患者はすでに１包服用

していた。

■背景・要因

前日の午後に処方せんのＦＡＸが入っていたことを翌朝に確認した。複数の処方せ

んを受信しており、朝から忙しい状況であった。薬効が似ている上にｍｇ数が同じ

で、用法も１日２回であったことからアーチスト錠２．５ｍｇと勘違いした。医薬

品のピッキングから一包化の鑑査まで、時間を置かずに一人で実施したため、思い

込みにより間違いに気付かなかった。他の処方せんの調剤や服薬指導をしながらの

作業であったため、焦りや注意力散漫があった。

■事例が発生した薬局の改善策

一般名処方を調剤する際は、実際に調剤する医薬品名を鉛筆で書き込む。一包化調

剤の際は、ピッキングから一包化した医薬品の鑑査までを一人で行わない。やむを

得ず一人で行う場合は、調剤と鑑査の時間を空け、ピッキング後の鑑査を声出し確

認しながら行い、一包化後の鑑査は処方せんや薬剤情報提供文書と医薬品を照合し

ながら慎重に行う。

➡この他にも事例が報告されています。

◆これまではロキソニンテープ５０ｍｇで処方されていたが、前回より【般】ロキソプロ

フェンナトリウムテープ５０ｍｇ（７×１０ｃｍ温感）へ変更されていた。薬剤師は温

感タイプがあることを認識していなかったため、ロキソニンテープ５０ｍｇを２回続け

て交付した。２回目に交付した薬剤師が、薬剤服用歴を入力している時に間違いがある

ことに気付いた。



❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

一般名処方に関するポイント

●一般名処方は「【般】成分名」で表記されるため、同効薬の名称類似は避けられな

いが、中でもセフェム系抗生物質の一般名は類似性が高く、規格も同じことが多い

ことから一層の注意が必要である。

●調剤する時に、販売名だけでなく一般名も確認できるように、販売名と一般名を医

薬品棚の配置場所に表示するなど確認しやすい環境を整備する。

●鑑査する場所には、類似性の高い医薬品の販売名と一般名を対比した表を用意し、

鑑査者がその都度確認できるようにするのも有効である。

◆【般】セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇの処方に対し、本来ならメイアクトＭＳ錠

１００ｍｇを調剤するところ、フロモックス錠１００ｍｇと入力したため、フロモック

ス錠１００ｍｇを調剤し交付した。処方せんと調剤録の照合時に、メイアクトＭＳ錠

１００ｍｇを調剤すべきであったと気付き、患者に連絡して正しい医薬品と交換した。

　＊�フロモックス錠１００ｍｇは【般】セフカペンピボキシル塩酸塩錠１００ｍｇの先発医薬品である。

◆処方せんに【般】ニフェジピン徐放錠２０ｍｇ（２４時間持続）１錠分１朝食後と記載

があり、本来ニフェジピンＣＲ錠２０ｍｇを調剤するところ、ニフェジピンＬ錠２０ｍ

ｇを調剤した。


